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実
自己改革
中践 ！

JA
©みんなのよい食プロジェクト

コ
ロ
ナ
禍

で
も

　ＪＡは平成28年から自己改革に取り組んでいます。これは、組
合員や地域の皆さまに

と思っていただける組織を目指すものです。基本目標は右記の通り
です。
　今回はコロナ禍でも組合員や地域の皆さまにご理解・ご協力をい
ただきながら令和２年度に取り組んだ項目についてご紹介します。

ＪＡ自己改革の基本目標

☆農業者の所得増大

☆農業生産の拡大

☆地域の活性化

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」
の
た
め
に

ＴＡＣによる農家訪問 ＪＡ出資型法人※

設立に向けてアンケートを実施

新型コロナウイルスに
かかる各種相談窓口

直販米や契約
栽培米の強化 常勤役員による

農家訪問

地域農業の担い手に出向くＪＡ担当者（愛称：ＴＡ
Ｃ(タック)）。各基幹支店に配置した10名が、担い
手経営体の全戸訪問を目指して活動しています。

昨年８月にアンケートを実施しました。結果、同法
人へ貸付・委託希望の最も多かった羽生市をモデル
地区に選定。設立に向けて協議・検討を進めており
ます。

※�ＪＡが農作業
の受託を行い、
耕作放棄地の
再生や新たな
担い手の育成
を行います。

昨年６月から経営に影響を受けた農
業者向けの相談窓口を設置しています。
また、経営継続補助金の支援機関とし
て、高収益作物次期作支援交付金の
事業実施主体として速やかな受給に向
けてのお手伝いを行っています。

業務用多収性品種の
作付け拡大をすすめ、
米農家の手取り向上を
目指しています。

ＪＡの経営陣が担い手農家を訪
問し、皆さまのご意見やご要望
を聴かせていただいています。
※詳細は５頁をご覧ください。

ＪＡは地域にとって必要な存在！

❷



「
地
域
の
活
性
化
」の
た
め
に

「
正
・
准
組
合
員
の
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
強
化
」の
た
め
に

「
農
業
振
興
の
応
援
団
」

づ
く
り
の
た
め
に

学校に消毒液を寄贈

直売所ふれあいまつりホームページで情報発信

終活セミナー ＪＡ女性部と
常勤役員の意見交換

感染症から地域の子供たちを
守るため、ＪＡ共済連埼玉県本
部の協力を得て贈りました。

准組合員や一般消費者との交流を深
めるため、農産物直売所を拠点とする
収穫体験イベントを開催しています。

ホームページの
更新頻度を増や
しました。ＪＡ
の情報だけでな
く、管内の農産
物の情報などを
広く発信してい
ます。

半生を総括することで、今後の人
生の充実に繋げます。

女性部員とＪＡ役員が相互の理解を
深めるとともに、女性の意見をＪＡ
運営に反映させることが目的です。

初代役員に就任した皆さん
（敬称略）

部　長：岡　博和（加　須）

副部長：綱川寿仁（騎　西）

副部長：栗原淳也（川　里）

幹　事：関和英之（行　田）

幹　事：間篠仁史（羽　生）

監　事：坂田晴彦（大利根）

監　事：小倉祐一（北川辺）

将来の地域農業を支える
トップランナーを育成

ＪＡ青年部
が 誕 生 し ま し た

　北埼玉地区の青年農業者とＪＡが連携してＪＡほくさい
青年部が発足しました。部員相互の協同意識の高揚と組織活
動を通しての農業者の社会的地位の向上、地域農業の振興に
寄与することが目的です。
　ＴＡＣが訪問先で声をかけてまわり、米麦のほかキュウ
リ、トマト、花卉などの施設園芸、養豚など多岐にわたる作
目に携わる51名が結集しました。
　12月21日にＪＡ本店で行った設立総会には部員31人が参
加。ＪＡの大塚宏組合長らが見守る中、役員や事業計画など
を決議しました。
　初代部長には岡博和さんが就任し、「新型コロナウイルス
の影響で活動が制限されることもあると思いますが、その逆
境を逆手に、『青年部に入ってよかった』と思える活動を展
開していきましょう。」と呼びかけました。

発足をＰＲする岡部長（前列右から２人目）ら

 
  NEWS!
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Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

４
月
５
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
変

更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

理
事
会
か
ら

１
月
28
日
の
議
案

①
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

（
追
認
）に
つ
い
て

　

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

４
月
５
日
に
本
店
で
開
催

３
年
度
税
務
法
律
相
談
の

日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

加
須
中
央
支
店　

担
当
：
阿
部

☎
0
4
8
0
（
６
１
）
0
9
0
5

行
田
中
央
支
店　

担
当
：
志
村

☎
0
4
8
（
５
５
６
）
1
1
7
1

本
店　

資
産
管
理
課　

担
当
：
田
口

☎
０
４
８
（
５
６
３
）
３
０
０
０

担
当
窓
口

3
月
７
日
㈪

２
月
７
日
㈪

１
月
６
日
㈭

12
月
６
日
㈪

11
月
１
日
㈪

10
月
４
日
㈪

９
月
６
日
㈪

８
月
２
日
㈪

７
月
５
日
㈪

６
月
７
日
㈪

５
月
10
日
㈪

4
月
５
日
㈪

相
談
日

午後１時30分～ 時
間

加
須
中
央
支
店

行
田
中
央
支
店

本　

店

加
須
中
央
支
店

行
田
中
央
支
店

本　

店

加
須
中
央
支
店

行
田
中
央
支
店

本　

店

加
須
中
央
支
店

行
田
中
央
支
店

本　

店
相
談
場
所

※相談日程は変更になる場合もございます。お申し込みの際は当組合ホームページ等で最新の日程をご確認ください。

4/25 4/17
午前９時～午後３時

ＪＡの無料

年金
相談会
☆年金に関する疑問・
質問に、専門の社会
保険労務士がお答え
します。

☆原則予約制です。
　最寄りの支店へお申
し込みください。

加須中央支店
☎0480-61-0905
騎西中央支店
☎0480-73-1121
北川辺支店
☎0280-62-2211
大利根中央支店
☎0480-72-3111

開
催
店
舗

─場　所─

ＪＡ騎西
中央支店
☎ 0480-73-1121

騎
西

苗
市

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

ＡＭ8:45より

日 土

定期積金の口座振替移行へのお願い
　平素は当組合事業に対し、格別なるご愛顧を賜りまして誠にありがとうございます。
　当組合では、提案型推進体制の強化を目的に下記の通り定期積金の取り扱いを変更させていただくこ
とといたしました。
　現在ご契約いただいている皆さまにはご不便をおかけすることとなりますが、何卒ご理解賜りますよ
うお願い申し上げます。

【変更点】
定期積金の新規契約につきましては、「口座振替」とさせていただきます。
※�ご契約中の「集金扱い」の定期積金につきましては満期まで集金させて
いただきますが、満期後の契約からは「口座振替扱い」をご利用ください。
①変更時期　令和３年４月１日(木)より
②そ の 他　渉外担当者による訪問活動は今後も継続して行います。ＪＡ

の相談窓口として、これまで以上に皆さまからの多様な要望
にお応えできるよう努めてまいります。

©よりぞう
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（５頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

地域農業と高齢者のために
～女性部羽生支部～

　ＪＡ女性部羽生支部は、農産物直売所に設置するレシピカードの作成にのり出し
ました。これは、ＪＡ羽生農産物直売所に生産物を出荷する同直売所利用組合から
「地元農産物の消費拡大に力を貸してほしい。」と依頼を受けてのものです。
　１月７日に長谷川タマ子部長ら３名が本店調理室に集まり、冬野菜を中心とした

レシピの開発を行いました。一品調理してはあれこれ
意見を出し合い、どう料理したらより手軽にできるか、
また代替えできる材料はあるかなどを話し合いまし
た。
　この日完成したレシピは６品。カードに印刷したレ
シピは、同直売所で好評配布中です。
　また、12月下旬には同部員の作ったマスク100枚が羽生基幹支店管内の６店舗
で配布されました。
　同支部では毎年冬季に地域の高齢者との交流イベント「ふれあいデイサービス」
を行っていますが、今シーズンは新型コロナウイルスの影響で開催の見通しがたた
ないため、「かわりに何か喜んでいただけること。」をと企画しました。
　同21日に羽生中央支店の窓口に訪れた金子庫三さんは、水色のマスクを受け取
ると「次に病院に行くときに使いたい。」と喜んでいました。

ＪＡ常勤役員が若手農業者を訪問
　ＪＡは12月24日から常勤役員が管内の若手農業者を訪問し、直接
意見を聞く活動を始めました。
　ＪＡ自己改革の所得増大に向けた取り組みのひとつで、組合への意
見や要望の聞き取りを行うことで今後の事業に反映させることがねら
いです。
　今回平井清敏副組合長が訪ねたのは、同21日に発足したばかりの
ＪＡ青年部初代部長に就任した加須市不動岡の岡博和さんです。水稲
とキュウリを栽培する岡さんは「今一番の心配は新型コロナウイルス
の影響を受けた米価の下落。来作はどうしたらよいものか。」と心境
を打ち明けました。平井副組合長は「地域農業の未来を担う皆さんに
は、米政策や需給状況など、来作に向けての情報をいち早く届けられるよう青年部向けの説明会などを開きたい
と思っている。また同時に良質な米を栽培するための栽培講習会も行えれば。」と回答しました。

サイネリアとひな人形がコラボレーション
　ＪＡ川里中央支店は、２月４日にひな人形の飾り付けを行いました。　
　設置は平成22年から行う毎年の恒例行事。はじめは長女がすでに成人したと
いう職員がもちこんだ７段飾りのみでしたが、近年はそれぞれ職員が持参した妻
の５段飾りや母手作りのつるし雛、幼い頃親戚から贈られたという舞踊人形が加
わるなどして年々華やかになってきました。
　さらに今年加わったのは、川里花き出荷協議会の会員・程塚守男さんの栽培し
たサイネリア20鉢。濃淡のピンクに色づいた花弁がひな壇の毛氈とマッチし、
なお一層艶やかに仕上がりました。
　同日夕方見学に訪れたＪＡ新井公平地域担当理事は「長引くコロナ禍で世の中
は暗くなる一方。来店するお客さまにもきっと喜んでいただけるはず。」と笑顔
で話していました。

レシピ開発を行う
長谷川部長㊧ら

平井副組合長㊧と意見を交わす岡さん

ひな人形を見学する
新井理事夫妻

マスクを受け取る金子さん
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水
稲
早
期
・
早
植
栽
培
の
育
苗

基
本
を
見
直
し
て
健
苗
育
成
を

　

昨
年
は
、
４
月
の
育
苗
期
に
気

温
が
低
く
、
苗
の
生
育
停
滞
や
苗

立
枯
病
の
発
生
が
一
部
で
見
ら
れ

ま
し
た
。
も
う
一
度
、
基
本
を
見

直
し
て
健
苗
の
育
成
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

一
　
種
子
消
毒

　

種
子
伝
染
性
病
害
虫
防
除
の
た

め
、
浸
種
前
に
温
湯
消
毒
な
ど
で

必
ず
種
子
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

二
　
浸
種
・
催
芽

　

均
一
に
発
芽
さ
せ
、
そ
ろ
い
の

よ
い
苗
を
作
る
た
め
に
、
浸
種
は

水
温
15
℃
で
７
日
間
（
18
℃
で
５

〜
６
日
間
）
を
目
安
と
し
、
種
籾

が
透
き
通
っ
た
ア
メ
色
に
な
る
ま

で
十
分
吸
水
さ
せ
ま
す
。
休
眠
が

深
い
「
彩
の
か
が
や
き
」
は
少
し

長
め
に
浸
種
し
ま
す
。
水
温
が
20

℃
以
上
で
は
病
害
発
生
の
助
長
や
、

浸
種
中
の
発
芽
・
発
根
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
温
度

変
化
の
少
な
い
日
陰
で
浸
種
を
行

い
ま
す
。

　

酸
欠
を
防
ぎ
水
温
を
均
一
に
す

る
た
め
、
時
々
籾
袋
を
上
下
反
転

し
、
必
要
に
応
じ
て
水
を
替
え
ま

し
ょ
う
。

　

播
種
す
る
前
日
に
、
30
℃
で
15

～
20
時
間
加
温
し
、「
ハ
ト
胸
状

態
」
に
催
芽
し
ま
す
。
幼
芽
長
0.5

～
1.0
㎜
で
９
割
程
度
芽
切
っ
た
状

態
が
理
想
で
す
。

三
　
播
　
種

　

苗
箱
の
必
要
枚
数
は
、
１
坪
60

株
植
・
50
株
植
で
そ
れ
ぞ
れ
10
ａ

当
た
り
20
箱
、
18
箱
程
度
が
目
安

で
す
。

　

播
種
量
は
、
１
箱
当
た
り
乾
籾

で
1
5
0
～
1
8
0
ｇ
で
す
。
播

種
量
が
多
い
と
、
軟
弱
徒
長
し
や

す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
を
入
れ
た
苗
箱
に
た
っ
ぷ
り

潅
水
し
た
後
に
播
種
し
、
種
籾
が

見
え
な
く
な
る
程
度
に
覆
土
し
、

覆
土
後
は
潅
水
を
行
い
ま
せ
ん
。

　

育
苗
器
を
使
わ
な
い
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
暖
か
い
日
に
播
種
作

業
を
行
い
、
出
芽
期
の
温
度
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
ま
め

に
乾
き
の
程
度
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

四
　
育
苗
中
の
管
理

　

育
苗
中
は
、
表
１
を
目
安
に
管

理
し
ま
す
。
温
度
を
確
認
し
な
が

ら
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

苗
立
枯
病
（
表
２
）
の
対
策
は
、

種
子
や
育
苗
箱
の
消
毒
、
適
正
な

温
・
湿
度
管
理
が
基
本
で
す
。
予

防
の
た
め
の
防
除
薬
剤
は
表
３
の

と
お
り
で
す
。

　

近
年
は
育
苗
期
間
の
気
温
変
化

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
気

温
が
高
い
場
合
は
、
育
苗
用
マ
ッ

ト
を
剝
が
し
た
り
、
ハ
ウ
ス
の
側

面
や
ト
ン
ネ
ル
を
開
け
て
換
気
を

し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

緑
化
期
以
降
は
朝
十
分
潅
水
し
、

そ
の
後
は
苗
箱
の
表
面
が
極
端
に

乾
い
た
ら
潅
水
す
る
程
度
と
し
ま

し
ょ
う
。
水
の
や
り
す
ぎ
や
高
温

管
理
は
根
張
り
を
悪
く
す
る
の
で

注
意
し
ま
す
。

表1 育苗中の温度・水管理

生育段階 出芽期 緑化期 硬化期
幼芽8～10㎜ 本葉１葉まで 本葉2～2.5葉

留意事項 芽を伸ばしす
ぎない

日光を徐々に
当てる

日光・外気に
十分当てる

日　数 ２～３日 ３～４日 10～15日

温度 昼 昼夜30℃ 20～25℃ 20～25℃
夜 15～20℃ 10～15℃

潅　水 原則しない 原則午前中　やり過ぎに注意

備　考
32℃以上で立
枯病が発生し
やすい

日中35℃以上、
夜間15℃以下
にしない

夜間7℃以下に
しない

表２ 主な苗立枯病の発生要因
病原菌 病　徴 発生要因

フザリウム菌
・坪枯れ
・苗の地際部や籾に白

～淡紅色のカビ

・緑化始めの低温
　（10℃以下）
・過乾・過湿

ピシウム菌
・坪枯れ、カビは見え

ない
・根が水浸状に褐変し

急性萎凋

・緑化期以降の低温
・過湿

リゾープス菌 ・床土表面に白いクモ
の巣状カビ

・出芽時の高温 （32℃
以上）

・緑化期以降の低温

表３ イネ育苗中における苗立枯病の主な防除薬剤　 令和３年１月15日現在の登録内容で作成

薬剤名 希釈倍数
および使用方法 使用時期 使用

回数

ダコレート水和剤 ○ ○ ○ 400～600倍液を、育苗箱１箱
あたり500mℓかん注

は種時～緑化期、
ただし播種14日後まで

２回
以内※

タチガレエースＭ液剤 ○ ○ 500～1,000倍液を、育苗箱
１箱あたり500mℓ土壌かん注 は種時または発芽後 １回※

バリダシン液剤 ○ ○ 500倍液を、育苗箱１箱あたり
500mℓかん注 は種時～発病初期 １回

ナエファイン
フロアブル

○ 1,000～2000倍液を、育苗箱
１箱あたり500mℓ土壌かん注 は種時～緑化期 ２回

以内○ ○ 1,000倍液を、育苗箱１箱あた
り500mℓ土壌かん注 は種時

○育苗箱は、30×60×３cmで、使用土壌が約５ℓです。なお、上記以外にも処理方法があります。ラベル表示を必ず確認してから使用
しましょう。○農薬の飛散防止・農薬使用記録の記帳に努めましょう。

※複数成分が含まれていますので、それぞれ成分ごとの使用回数をラベルで御確認ください。

白
絹
病
菌

ト
リ
コ
デ
ルマ
菌	

リ
ゾ
ー
プ
ス
菌

リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア
菌

フ
ザ
リ
ウ
ム
菌

ピ
シ
ウ
ム
菌

図1 ハト胸状態の種籾

伸びすぎ

0.5～1.0mm

 

鞘葉
不完全葉 

第１葉 

第２葉 
第３葉 

草丈13cm
2.2～2.5葉

図2 目標とする苗
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ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

　

最
近
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
言

う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業

と
い
う
と
、
管
内
が
ロ
ケ
地
に

な
っ
た
「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」
に
登

場
し
た
、
自
動
で
動
く
ト
ラ
ク
タ

や
コ
ン
バ
イ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を

テ
ー
マ
に
そ
の
技
術
内
容
と
、
北

埼
玉
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

状
況
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は

　

農
業
生
産
の
現
場
で
は
、
人
手

に
頼
る
作
業
や
重
労
働
、
熟
練
を

要
す
る
作
業
が
多
く
、
担
い
手
の

減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
省

力
化
、
省
人
化
、
作
業
負
担
の
軽

減
等
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）、
Ｉ

ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
繋
げ
遠
隔
操
作
す
る
技
術
）
な

ど
を
活
用
し
て
取
り
組
む
農
業
で

す
。具

体
的
な
例

①
作
業
の
自
動
化

　

ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
、
全
自
動

田
植
機
、
無
人
草
刈
機
、
野
菜
自

動
収
穫
機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

操
作
す
る
水
田
の
水
管
理
シ
ス
テ

ム
な
ど
が
実
用
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

②
デ
ー
タ
ー
の
活
用

　

ド
ロ
ー
ン
や
人
工
衛
星
に
よ
り

得
ら
れ
た
ほ
場
画
像
を
解
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
作
物
の
生
育
状

況
確
認
が
可
能
と
な
り
、
病
害
虫

の
防
除
や
施
肥
等
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
・
湿
度
・
炭
酸
ガ
ス
濃
度
等
を

セ
ン
サ
ー
で
計
測
し
、
得
ら
れ
た

情
報
を
統
合
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
ハ
ウ
ス
の
環
境
を
制
御
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
定
的
な
生
育
と
収

量
の
確
保
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

③
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム

　

農
業
経
営
の
大
規
模
化
が
進
む

に
つ
れ
、
管
理
す
る
ほ
場
の
枚
数

が
多
く
な
り
、
特
に
土
地
利
用
型

農
業
で
は
、
数
百
枚
の
ほ
場
管
理

は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
作
業
計

画
、
肥
培
管
理
、
作
業
記
録
、
作

業
の
進
捗
状
況
等
を
紙
ベ
ー
ス
で

管
理
す
る
の
は
、
多
く
の
時
間
と

労
力
が
必
要
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
シ
ス
テ
ム
と
連

動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ほ
場
管
理

の
見
え
る
化
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
対
応
機
（
収
量
コ
ン

バ
イ
ン
等
）
と
連
動
す
る
こ
と
に

よ
り
、
品
質
・
収
量
の
向
上
や
機

械
の
稼
働
状
況
等
の
把
握
が
可
能

と
な
る
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
ま
す
。

④
熟
練
農
業
者
の
技
術
継
承

　

農
業
者
の
技
術
向
上
や
新
規
就

農
者
の
技
術
習
得
に
は
、
経
験
の

積
み
上
げ
が
必
要
で
す
。
熟
練
農

業
者
や
篤
農
家
の「
経
験
」や「
勘
」

に
基
づ
く
高
度
な
栽
培
技
術
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
が
困
難
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
篤
農
家
技

術
の
見
え
る
化
が
可
能
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

な
し
の
摘
果
作
業
で
摘
果
す
べ
き

実
を
表
示
し
て
く
れ
る
メ
ガ
ネ
が

開
発
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
事
例
以
外
に
も

様
々
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

埼
玉
県
ス
マ
ー
ト
農
業

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　

埼
玉
県
で
は
、
令
和
２
年
度
に
、

埼
玉
県
ス
マ
ー
ト
農
業
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
本

県
が
目
指
す
将
来
像
は
、
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
を
活
用
し
て
、

①
効
率
的
生
産
に
よ
る
埼
玉
の
特

徴
に
合
わ
せ
た
規
模
拡
大
の
実

現
②
見
え
る
化
に
よ
る
誰
も
が
取
り

組
み
や
す
い
農
業
の
実
現

③
超
省
力
化
に
よ
る
農
業
の
働
き

方
改
革
の
実
現　
で
す
。

　

こ
の
３
つ
の
視
点
か
ら
持
続
可

能
で
信
頼
性
の
高
い
農
業
経
営
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
農
業
者

等
が
ス
マ
ー
ト
技
術
を
導
入
し
生

産
現
場
で
の
実
証
を
行
う
ス
マ
ー

ト
農
業
普
及
推
進
事
業
が
始
ま

り
、
管
内
で
は
、「
行
田
市
の
生

産
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
Ｒ
Ｔ
Ｋ
―

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
基
地
局
（
高
精
度
測
位

が
可
能
）
と
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム

の
活
用
」、「
加
須
市
の
生
産
者
に

よ
る
全
自
動
田
植
機
の
活
用
」
が

事
業
採
択
さ
れ
、
来
年
度
か
ら
３

年
間
か
け
て
導
入
の
効
果
等
に
つ

い
て
検
証
を
行
い
ま
す
。

北
埼
玉
地
域
の
状
況

　

管
内
で
は
、収
量
コ
ン
バ
イ
ン
、

自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
（
レ
ベ
ル

１
）、
ラ
ジ
コ
ン
ボ
ー
ト
、
直
進

田
植
機
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ

ス
テ
ム
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

等
大
規
模
農
家
を
中
心
に
導
入
が

進
ん
で
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
に
つ

い
て
は
、
30
台
近
く
導
入
さ
れ
て

お
り
、
農
薬
散
布
や
肥
料
散
布
等

で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

令
和
元
年
度
に
「
北
埼
玉
ス
マ
ー

ト
農
業
研
究
会
（
会
員
70
名
）
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
土
地
利
用

型
農
業
に
関
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
の
研
修
会
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

活
用
し
た
情
報
発
信
・
情
報
交
換

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
心
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

に
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ

い
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１
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むさしの村
加須市志多見1700-1
☎0480-61-4126

http://www.musashinomura.co.jp/
最新の営業日程は同園のホームページをご確認ください。

　加須市有数の桜の名所、むさしの村。毎年春
には約500本のソメイヨシノが園内をピンク色
に染めあげます。
　平成31年１月に開園50周年を迎えた同園。
その歴史の中で、園内の施設は来園者のライフ
スタイルやニーズに合わせて変化を遂げていま
す。
　日帰り入浴施設の先駆け「やすらぎの湯ぽっ
ぽ館」は、平成18年に惜しまれつつ閉館。そ
の場所は「芝生広場」として生まれ変わり、キ
ャラクターショーの会場としてヒーロー達が正
義と子供たちのために戦っています。
　宿泊・研修施設「コープパレス」は平成６年
まで結婚式場としても利用され、ピークとなっ
た昭和52年には225組が挙式しました。跡地
に建設された「さくらほーる」は、法事や各種
団体の研修、宴会などに利用されています。
　現在の来園者は年間30万人。遊園地では謎
解き、スタンプラリー、カードバトルが１度に
楽しめる「カード迷路ぐるり森大冒険」が１番
人気です。
　また、会の川をはさんだ北側にある「わくわ
くファーム」では、１年を通してさまざまな野
菜や果物の収穫体験が楽しめます。

身近な地域の名所をご紹介します

ほくさい
彩発 見

俺
独
り
お
ま
え
も
ひ
と
り
か
寒
鴉　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

麦
踏
の
後
ろ
手
の
ま
ま
帰
り
け
り　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

大
マ
ス
ク
ど
な
た
か
し
ら
と
さ
さ
や
か
れ　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

雛
箱
に
折
り
目
正
し
き
母
の
文
字　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

幸
せ
は
作
り
出
す
も
の
雑
煮
食
ぶ　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

初
天
神
幼
馴
染
み
の
粋
な
枯
れ　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

惜
し
き
人
ば
か
り
先
逝
く
寒
の
星　
　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

冬
服
の
ポ
ッ
ケ
に
遊
ぶ
飴
ふ
た
つ　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

冬
耕
や
大
地
労
わ
る
鍬
さ
ば
き　
　
　
　
　

騎　

西　

中
島　

价
市

梅
ふ
ふ
む
待
ち
に
待
ち
た
る
背
番
号　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

巣
ご
も
り
の
不
用
不
急
に
春
届
く　
　
　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

チ
ョ
コ
ボ
ー
ル
舌
に
遊
ば
せ
日
向
ぼ
こ　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

啓
蟄
や
さ
て
と
農
事
の
下
準
備　
　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

門
松
の
竹
は
な
な
め
に
凛
々
し
け
り　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

を
ち
こ
ち
に
土
竜
の
元
気
春
の
畦　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

冬
紅
葉
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
に
ひ
し
め
き
て　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

何
が
な
く
ふ
た
り
消
え
去
り
永
久
の
里　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

く
し
ゃ
み
し
て
友
の
話
題
を
き
き
も
ら
す　
　

〃　
　

五
十
嵐
弘
子

診
察
を
終
え
て
一
息
春
浅
し　
　
　
　
　
　

行　

田　

蓮　
　

陽
子

学
童
の
一
斉
下
校
枯
野
道　
　
　
　
　
　
　

羽　

生　

道
給　

㐂
仙

初
開
花
愛
情
五
年
鉢
の
梅　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

杉
山　
　

榮

落
ち
葉
背
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
孫
た
だ
い
ま
と　

北
川
辺　

高
橋　
　

實

北
風
や
孫
と
戯
れ
必
須
の
湿
布　
　
　
　
　

加　

須　

渡
邊　
　

弘

大
鴉
滑
空
三
昧
冬
王
者　
　
　
　
　
　
　
　

行　

田　

天
沼　

広
吉

※
５
月
号
へ
の
投
句
は
、
３
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
販
売
課
（
住
所
不
要
）
宛
て

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

悩
み
事
解
け
る
兆
し
や
牡
丹
の
芽　
　
　
　

騎　

西　

戸
田　

達
子

（評）
人
の
一
生
に
は
喜
怒
哀
楽
が
付
き
ま
と
う
。
ど
ん
な
悩
み
事
が
あ
っ

た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
も
解
決
し
つ
つ
あ
る
。
心
に
ゆ
と
り
が
出

て
き
て
、
牡
丹
の
芽
吹
き
に
も
目
が
行
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
安

堵
感
と
牡
丹
の
し
た
た
か
さ
が
う
ま
く
取
合
っ
て
一
句
を
な
し
て
い
る
。

わくわくファーム

やすらぎの湯ぽっぽ館

さくらほーる

新郎新婦が盃を交わした成美殿

園内を彩るソメイヨシノ

❽



JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

　

夫
A
が
令
和
２
年
８
月
に
死
亡

し
ま
し
た
。
相
続
人
は
、
妻
B
、

子
C
と
、
前
妻
と
の
間
の
子
D
が

い
ま
す
。
A
の
遺
産
は
、
預
貯
金

６
０
０
０
万
円
、
不
動
産
８
０
０

０
万
円
、
借
入
債
務
２
０
０
０
万

円
が
あ
り
ま
す
。
A
は
、
預
貯
金

を
B
に
、
不
動
産
を
C
に
相
続
さ

せ
る
遺
言
を
残
し
て
い
ま
す
。
D

は
、
B
、
C
に
い
く
ら
遺
留
分
の

請
求
が
で
き
ま
す
か
。

　

遺
留
分
を
算
定
す
る
た
め
の
財
産

の
価
額
は
、「
被
相
続
人
が
相
続
開

始
の
時
に
有
し
て
い
た
財
産
の
価
額

に
そ
の
贈
与
し
た
財
産
の
価
額
を
加

え
た
額
か
ら
債
務
の
全
額
を
控
除
し

た
額
」、と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
改

正
民
法
１
０
４
３
条
）。

　

こ
の
結
果
、
本
件
で
は
、
遺
留
分

の
基
礎
と
な
る
財
産
の
価
額
は
、
６

０
０
０
万
円
＋
８
０
０
０
万
円
‒
２

０
０
０
万
円
＝
１
億
２
０
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
Ｄ
の

遺
留
分
の
額
は
、
１
億
２
０
０
０
万

円
×
１
／
２
（
子
の
法
定
相
続
分
）

×
１
／
２
（
子
の
遺
留
分
）
×
１
／

２
（
子
の
人
数
）
＝
１
５
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
（
改
正
民
法
１
０
４
２

条
）。

　

そ
し
て
、
Ｄ
は
、
こ
の
遺
言
に
よ

り
、
自
己
の
遺
留
分
１
５
０
０
万
円

が
侵
害
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
受
遺

者
Ｂ
、
Ｃ
に
対
し
て
遺
留
分
侵
害
額

を
金
銭
で
支
払
う
よ
う
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
改
正
民
法
１
０
４

６
条
）。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｄ
は
、
Ｂ
に
対
し

て
は
１
５
０
０
万
円
【
遺
留
分
額
】

×
（
６
０
０
０
万
円
【
Ｂ
の
取
得
額
】

／
１
億
４
０
０
０
万
円
【
預
金
＋
不

動
産
の
額
】）
＝
６
４
２
万
８
５
７

２
円
を
、
Ｃ
に
対
し
て
は
１
５
０
０

万
円
×
（
８
０
０
０
万
円
【
Ｃ
が
取

得
す
る
不
動
産
の
額
】
／
１
億
４
０

０
０
万
円
）
＝
８
５
７
万
１
４
２
９

円
の
支
払
い
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
借
入
債
務
２
０
０
０
万
円

に
つ
い
て
は
、
遺
言
に
特
別
な
定
め

が
な
い
以
上
、
各
相
続
人
が
相
続
の

開
始
と
同
時
に
法
定
相
続
分
に
応
じ

て
分
割
さ
れ
て
承
継
し
ま
す
の
で
、

Ｄ
は
債
権
者
に
対
し
て
、
２
０
０
０

万
円
×
１
／
２（
子
の
法
定
相
続
分
）

×
１
／
２
（
子
の
人
数
）
＝
５
０
０

万
円
を
返
済
す
べ
き
義
務
を
負
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
Ｄ
と
し
て
は
、
被

相
続
人
の
財
産
に
つ
い
て
は
遺
留
分

の
限
度
で
し
か
遺
産
を
取
得
で
き
な

い
の
に
対
し
、
相
続
債
務
に
つ
い
て

は
法
定
相
続
分
に
従
っ
て
債
務
を
負

担
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
不
公
平
感
を

抱
く
で
し
ょ
う
が
、
法
制
度
上
や
む

を
得
な
い
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
遺
留
分
侵
害
額
の
請

求
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
遺
留
分
権

利
者
Ｄ
か
ら
受
遺
者
Ｂ
・
Ｃ
に
対
し
、

内
容
証
明
郵
便
に
よ
り
通
知
し
て
行

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
、

遺
留
分
侵
害
額
を
具
体
的
に
確
定
さ

せ
る
必
要
は
な
く
、「
遺
言
者
Ａ
の

遺
言
は
、
遺
留
分
権
利
者
Ｄ
の
遺
留

分
を
侵
害
し
て
い
る
の
で
、
遺
留
分

侵
害
額
請
求
権
を
行
使
し
ま
す
。」

旨
を
記
載
す
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
は
、
遺
留

分
権
利
者
（
Ｄ
）
が
、
相
続
の
開
始

お
よ
び
遺
留
分
を
侵
害
す
る
贈
与
ま

た
は
遺
贈
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

時
か
ら
１
年
間
行
使
し
な
い
と
き
は
、

時
効
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
使
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
相
続
開

始
の
時
か
ら
10
年
を
経
過
し
た
と
き

も
、
同
様
に
行
使
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
（
改
正
民

法
１
０
４
８
条
）。
し
か
し
、
一
度

遺
留
分
侵
害
額
請
求
の
通
知
を
出
し

て
お
け
ば
、
以
後
、
時
効
に
よ
っ
て

権
利
が
消
滅
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
に
つ
い
て
、

当
事
者
つ
ま
り
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
間
で
協

議
し
て
も
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
に
家
事
調

停
（
遺
留
分
侵
害
額
請
求
調
停
）
の

申
立
て
を
し
ま
す
。
家
事
調
停
で
も

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

地
方
裁
判
所
に
訴
訟
（
遺
留
分
侵
害

額
請
求
事
件
）
を
提
起
し
て
解
決
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

被
相
続
人
の
遺
言
に
よ
り
、一部
の
相
続
人
の

遺
留
分
が
侵
害
さ
れ
た
場
合

 

―
誰
に
、い
く
ら
遺
留
分
の
請
求
が
で
き
ま
す
か

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
桃
の
節
句
に
付
き
も
の
の
す
し

❷
体
温
計
で
あ
る
か
ど
う
か
確
か
め

ま
す

❸
理
科
で
学
ぶ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
代
表
格

❹
難
関
を
―
―
し
て
大
学
に
合
格
し

た❻
恥
ず
か
し
い
と
き
に
赤
ら
め
ま
す

❾
萩
本
欽
一
と
坂
上
二
郎
の
お
笑
い

コ
ン
ビ
、
―
―
55
号

❿
乳
液
や
化
粧
水
、
パ
ッ
ク
な
ど
を

使
っ
て
行
い
ま
す

⓫
「
元
気
で
留
守
が
い
い
」
と
言
う

人
も

⓭
友
人
と
―
―
も
な
い
話
で
盛
り
上

が
っ
た

⓮
円
周
率
を
表
す
ギ
リ
シ
ャ
文
字

⓰
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ウ
ド
は
主
に
こ

の
部
分
を
食
べ
ま
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
３
年
３
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
２
月
号
の
答
〉

　

ユ
キ
マ
ツ
リ

タ
テ
の
カ
ギ

❷
速
度
違
反
の
交
通
取
り
締
ま
り
を

こ
う
言
う
こ
と
も

❺
仏
様
の
頭
の
渦
巻
き

❼
名
を
捨
て
て
―
―
を
取
る

❽
お
清
め
に
も
使
う
調
味
料

❾
円
を
描
く
と
き
に
使
い
ま
す

⓫
人
数
確
認
の
た
め
に
―
―
を
取
っ

た⓬
ボ
ビ
ン
に
巻
い
て
ミ
シ
ン
に
セ
ッ

ト
し
ま
す

⓮
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
や
コ
ロ
ネ
、
マ

フ
ィ
ン
な
ど

⓯
コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
の
繊
維
を
す

い
て
作
り
ま
す

⓰
花
よ
り
団
子
、
色
気
よ
り
―
―
な

の
で
す

⓱
三
蔵
法
師
の
旅
物
語
。
堺
正
章
主

演
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
も
あ
り
ま
し
た

☆
１
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

　

15
年
前
の
３
月
３
日
に
わ
が
家
に
や
っ
て

き
た
愛
犬
「
も
も
」。
毎
年
桃
の
節
句
の
時

期
に
な
る
と
、
や
ん
ち
ゃ
だ
っ
た
子
犬
の
頃

が
思
い
出
さ
れ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
も

健
康
で
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が

つ
の
り
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
特
に
厳
し
さ
を
感
じ
た
今
年

の
冬
。
ゆ
る
む
寒
さ
や
植
物
の
芽
生
え
に
待
ち
望
ん
だ
春
を
感
じ
ま
す
。

暖
か
な
春
の
風
が
皆
さ
ま
と
「
も
も
」
に
幸
せ
を
運
ん
で
く
れ
ま
す
よ

う
に
。�

Ｙ
・
Ｕ

編
集
後
記

☆
寺
田　
浩
市
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
藤
井　
昌
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
横
田　
昌
宏
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
五
十
嵐
健
一
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
岡
戸　
　
正
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
遠
藤　
花
菜
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
岡
田　
文
吉
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
大
塚　
行
子
さ
ま
（
大
利
根
）

もも（2018年）

�
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包装は、光・水・空気を通しません。
真空後、窒素ガスを充填していますので、
開封されるまで新茶の風味を保てます。

JAグループが半世紀にわたって育んできた「美味・安心・お買い得」自慢の緑茶ブランドです。

エ
ー
コ
ー
プ
銘
茶
は
、

ま
ろ
や
か
な
旨
味
を
引
き
出
す

深
蒸
製
法
の
お
茶
と

さ
わ
や
か
な
香
り
を
生
か
す

伝
統
製
法
の
お
茶
を

熟
達
し
た
技
術
で

ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

各支店窓口にて予約注文承り中

品　名 白　翔 松　楽 玉　翠 宝　玉 白　楽 夕　鶴 紫　鳳 瑞　緑 緑　鳳
規　格 500g(167g×3) 500g(167g×3) 500g(167g×3) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6)

税込価格 10,692円 7,992円 6,372円 10,692円 8,532円 7,452円 6,372円 5,292円 4,212円

おいしい理由
◆ 八十八夜前後に摘んだ、若

く軟らかい新芽を使ってい
ます。

◆ 真空・窒素ガス置換包装に
より開封されるまで新鮮さ
を保ちます。

安心の理由
◆ 残留農薬・添加物の検査を

実施し、安全性の確保に努
めています。

◆ 自社農場・契約農場におい
てGAP認証取得し、食品
安全や環境に配慮した原料
を使用しています。

お買い得の理由
◆ ＪＡへの結集によって大量

に取扱われているブランド
です。

◆ 物流と商流の合理化をはか
り、流通コストを大幅に削
減しました。

夏は冷茶がおすすめ!!夏は冷茶がおすすめ!!

♳約１㍑の冷茶ポットに₁₀㌘（大
さじ２杯）の茶葉を入れる。

♴水１㍑を入れかき回す。
♵冷蔵庫で冷やす（約１時間）。
♶茶こしを使ってコップに注ぐ
（茶こし付きの冷茶ポットが便利）。
♷２煎目まで美味しく飲めます。
　※ ₁₀㌘の茶葉で２㍑の冷茶がつ

くれます。

ポ イ ン ト
　冷水で入れる場合、茶葉は入
れっぱなしで大丈夫、苦くなりま
せん。２日間程はそのまま利用で
きます。


